
    

 
 

 

誇りを持って！ 聖職者たれ！！ 
  
「職業」には、期待され

ているもの、求められて

いるものがある。産経新

聞のコラムを読んでいて、

そんなことを改めて考え

させられました。 

例えば、修道士や修道

女、警察官や消防士、な

んとなくイメージを持っ

ています。コラムにある

「他人とは違う高貴な仕

事」「高貴な生き方」と言

う表現にはハッとさせら

れました。 

警察官になる人は「命

や財産を守るべき職業」

という職業観は誰もが持

っていると思いますが、

「高貴な仕事」という自

覚は人それぞれのような

気がします。 

単なる労働者として

「命や財産を守る職業」に就いている警察官と、「高貴な仕事」の自覚を持って命や財産を

守っている警察官とでは、天地の違いがあるはずです。しかし、この両者には、身分も、

階級も、給料も、仕事内容も、外見上はまったく同じかも知れません。 
 
私たちが、警察官や消防士に「自分の命を顧みず、他人の命を助ける」くらいのイメー

ジを持っていても、当人は、そんなことを求められたら…、なのでしょうか。 

私たち教師の仕事も同じです。「他人とは違う高貴な仕事についている自覚さえあれば、

旅行の方を先送りすることなど簡単だった」という言葉が胸に突き刺さります。 
 
はたして、私たちは、それほどの自覚と覚悟を持った教師であるだろうか。教師の仕事

は、際限が無く、実質の勤務時間も長いし、仕事を家に持って帰ることも日常だろうと思

います。どこまでやればいいのか。どこまでやる必要があるのか。日々、自問自答してい

ることと思います。しかし、もし、「簡単だった」といえる境地に立てれば、そんなことを

自問自答したり、悩んだりすることもなくなるのでしょうか。 
 
さて、教師という職業は、いったい何を期待され、何を求められているのでしょうか。

このコラムを読んで、できれば、それ以上の自覚と誇りも持って、この職業をまっとうし

たいなと、強く思いました。そういう生き方こそ、人として生きる道だと私は思います。 

 

１年間お疲れ様でした。新しいスタートを！ 
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